
大会(1998年8月.札幌).

4)松林清明･庄武孝義･GurjaBelay(1998)野
生ゲラダヒヒの血液学的特性とエリスロポイエ

チン渋皮.第14回日本霊長類学会大会 (1998年

6月､岡山).霊長頬研究 14(3):273.
5)中野まゆみ ･校本知郎 ･松林清明 ･花本秀

子 ･長戸頗和 (1998)フサオマキザル精巣組織

の形旭的特徴. 第14回日本霊長類学会大会

(1998年6月､岡山).霊長類研究 14(3):271.

6)鈴木樹理 ･大蔵聡 ･演田穣 ･早川清治 (1998)

ニホンザルの周思春期における成長関連ホルモ

ンの変化｡節14回日本霊長類学会大会(1998年

6月､岡山).霊長類研究 14(3):242.

7)摘裕司･程訓任 ･小林正規 ･後藤俊二 ･松林

仲子 ･松林消明 (1998)飼育ザルにおける腸管

寄生アメーバの感沌状況.第14回日本霊長規学
会大会 (1998年6月,岡山).霊長類研究 14

(3):271.

く2)大学院

平成10年度大学院学生
霊長頬学専攻

氏 名 学年 指導教官 研究テーマ

柴田仲之 D4 杉山事丸 ニホンザルのメスの繁

殖と仔の成長について

山根 到 D4 三上孝允 短期記憶にもとづく運

動に関する運動前野の

働き

只田陽一 D3 小嶋群三 霊長類の音声知覚

佐藤 明 D3 松沢哲郎 霊長類における因果推

論の研究

口代的子 D3 加納隆至 アフリカ大型類人猿の

採食生態

甲仲祐介 D3 三上孝允 側頭連合野における視
覚情報の形態視と運動

視の統合過程

泉 明宏 D2 小嶋群三 霊長類の聴覚

伊藤浩介 D2 /Jd.包群三 霊長類の性格の生物学

的研究 ′

大平耕司 D2 林 基治 霊長類脳発達における

神経栄養因子の分子生

物学的研究

竹元博幸 D2 杉山幸丸 野生チンパンジーの採

食選択行動

松原 幹 D2 杉山幸丸

水谷俊明 D2 松沢哲郎

宮本俊彦 D2

長谷川由香子 Dl

早川祥子 Dl

平田 聡 Dl

船越美穂 Dl

劉 成淑 Dl

茂原信生

平井啓久

杉山幸丸

松沢哲郎

大洋秀行

竹中 修

霊長類の繁殖戦略と採

食戦略の関連

音声コミュニケーショ

ンにおける声道共鳴の

役割

ニホンザル下肢骨の加

齢変化

大脳基底核の機能と桐

迫に関する研究

野生ニホンザルの交尾

行動と繁殖戦略

チンパンジーの社会的

知性

野生ニホンザルの保全

生態学

ニホンザル柏史におけ

る発現迫伝子の加齢に

よる変化

DyahPerwitasari-Farajallah
Dl 川本 芳 インドネシアのカニク

イザルの迫伝的変兄仕

に感する研究

杉原清畠 Dl 片山一道 休学

加藤まどか Dl 三上孝允 休学

落合牧子 M2 小嶋辞三 サル頭頂一後頭問溝周

辺街域における祝光梢

下岡ゆき子 M2

土田順子 M2

中井将嗣 M2

藤田志歩 M2

梅野俊平 Ml

上野有理 Ml

加藤啓一郎 Ml
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報と身体位位情報の統

合也能の解明

加納隆至 野生ケナガクモザルの

社会桶追

小嶋群三 加齢に伴う認知機能の

変化に関する研究

片山一道 古代人および霊長規の

古病理学的研究

杉山幸九 二ホンザルの性行動と

ホルモン動態

三上章允 図形知覚を担う神経回

路の解明

加納隆至 ニホンザル新生児にお

ける採食行動の発達

三上章允 嫌悪刺激に関る脳内機

構の解明



郷 頗広 Ml 平井啓久 テロメア配列のゲノム

内分布を指標としたマ

ダガスカル庄原旅桝の

淡色体進化の解析

近藤美智柑 Ml 依田 柵 挟み狼掛 こおける岨噴

運動と形態の比較

西村 剛 Ml 拓田 穣 霊長類音声器官の機能

形態学

AnnKarinaZavalaGuillen

Ml 竹中 修 MolecularGenetic

StudyofGreatApes
MitochondrialDNA

MauraCelliMl 友永雅己 Tooluseincaptive

chimpanzees

く研究概要)

栗田仲之 :ニホンザルのメスの繁殖と仔の成長に

ついて

大分県高崎山のニホンザル餌付け群を対象とし

て､アカンボウとその母親の縦断的体重測定と母

校の体長計測を行なった｡

山根 到 '.短期記憶にもとづく運動に関する運動

前野の働き

記憶の保持と運動の遂行を時間的に分離した課

題をしているサルの運動前野から記憶の保持や運

動に関するニューロン活動を記録した｡運動前野

は記憶の保持と運動の実行の両方に関与している

ことを明らかにした｡

呉四陽一:コモンマ-モセットの音声知覚

コモンマ-モセットにおける種特異的音声の知

光について.灸件づけと多変量解析を使って分析

し､その機能的意義を考察した｡

佐藤 明:霊長類における因果推論の研究

主に視覚情報の維持的な変化を手がかりに霊長

蛾が行う因果推論的な情報処理の過程を検討し

た｡ ●

田代杓子:アフリカ大型柄人椴の採企生態

ウガンダ共和国カリンズ森林においてチンパン

ジーをはじめとする盟長和の採虫生態と現境利用

について比較研究をおこなった｡

EI]仲祐介 :側頭連合野における視覚情報の形態祝

と迎動祝の統合過程

側頭迎合野内のSTP初域で統合されている形態

祝と迎動祝のm和が､行動の制御にどのように関

わっているか調べるために.それぞれの成分に注

目する況超をサルに学習させて､細胞活動を記録､

比較した｡結果､約半数の細胞が､課題に応じて

活動を変化させた｡STP額域が.行動に必要な情

報の取捨選択に関与することを示した｡

泉 明宏 :ニホンザルにおける音程の弁別

ニホンザルを被験体として､音程知覚 ･音脈分

擬について実験を行なった｡

伊藤浩介 :霊長類の性格の生物学的研究

新潟大学脳研究所の超高磁場核磁気共鳴装置を

用いて､ヒトを対象とした機能的MRIの研究を行

った｡

大平桝司:盟長柄脳発達における神経栄養因子の

分子生物学的研究

神経栄弟囚子受容体の成熟期小脳における局在

性神経栄弟因子の一つであるBDNFとその受容体

であるTrkB2種籾について､免疫組械化学法

(二盈放色)を171いて小脳での局在性を調べた｡

その結果､BDNF､TrkB2種類共に､プルキン

エ細胞の細胞体､樹状突起が強く染色された｡更

に､淡色バターンはモジュール様を呈しているこ

とが明らかになった｡以上の結果から､これらの

分子は単に生存因子として働いているだけではな

く.可塑性にも関与することが示唆された｡

竹元博幸 :野生チンパンジーの採食選択行動

西アフリ九 ギニアにおいて野生チンパンジー

の生息域の植物環境を調査して食物血を季節柘に

定見し､行動視察と苅分析による採企虫と比較し
て採血に於ける選択性を求めた｡さらに食物の栄

弟分析を行って.選択性を考繋した｡

松原 幹 :霊長籾の緊純概略と採食職略の関連

野生ヤクシマザルのオスを対象に､交尾戦略に

よる採食行動への時間的･空間的 ･社会的影響に

ついて調査を行った｡
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水谷俊明 :音声コミュニケーションにおける声道

共鳴の役割

発声しているときの口唇の三次元形状を計測

し､それが音響特性に与える影響について考察し

た｡また,人工飼育されているアジルテナガザル

の赤ん坊を対象に､音声および運動の発達を縦断

的に記録した｡

宮本俊彦 :ニホンザル下肢骨の加齢変化

ニホンザルの下肢骨における加齢に伴う骨変形

を明らかにし､その要因を考察した｡

長谷川由香子 :大脳基底核の機能と構造に関する

研究

大脳基底核におけるⅠmmediateEarlyGenes

発現機構の解明.中脳ドーパミン細胞から大脳基

底核への投射経路を調べるため,腹側被蓋野およ

び黒質轍密部に順行性標識物質を注入し､組織化

学的に各群の詳細な線維走行を解析した｡

早川祥子 :野生ニホンザルの交尾行動と繁殖戦略

屋久島に生息する野生ニホンザル1群を対象に､

発情メスを個体追跡しその交尾行動を観察した｡

対象群の交尾のほとんどが順位の高いオスに独占

されていた｡しかし､97年 ･98年に生まれたア

カンボウ (4個体)に関して父子判定を行ったと

ころ､少なくともそのうちの2個体は第1位のオス

の子ではないことが分かった｡

平田 聡 :チンパンジーの社会的知性

チンパンジーを対象に､個体同士のかけひきの

際に見られるの他個体の心的状態の理解､道具使

用の減得と個体間伝播､自己認知について､実験

的に検討した｡

船越英稔 :ニホンザルをモデルとした森林と動物

の保全生態学的研究

中部山岳地帯の野生ニホンザルが夏期に樹皮食

いを起こす機梢を糞分析と栄養分析を行い検討し

た｡夏期樹皮食い期の採食果実はサクラ規､キイ

チゴ類の2種のみと少なかったことと､それらが

カラマツ周皮の栄養組成に近いことから､2種の

果実に加えて採食するようになったと考えられ

た｡

劉 成淑 :ニホンザル精巣における発現迫伝子の

加齢による変化-DifferentialdisplayPCR法によ

る解析

Idemonstratedthechangesofexpressed

genesintestisofJapanesemonkeyofnon一

matingseasononaginganalyzedbyDD-PCR

methodfollowedbycloningandsequencing.

DyahPerwitasari-Farajallah:インドネシアの

カニクイザルの遺伝的変異性に感する研究

GeographicvariationofmitochondrialDNA

inIndonesialongtailmacaques(Macaca

lascJ'culan'S):ThepopulationofTabuanIsland

anditsrelationship to themainland

populations.Ourpreviousresultfrombl∞d

proteinandmtDNA D-loopPCR-RFLP

analysesin7monkeysofTabuanIsland

suggestedthatthispopulationhaslow

geneticvariability.Wecomparedthe

mitochondrialDNAoflongtailmacaqueson

TabuanIslandwiththosefromSumatra,Java

andKalimantantoobtainmoreinformation

ongeneticrelationshipsofthosesamplesand

todiscussgeneticdiversityofthisspecieson
theSundaShelf.

落合牧子 :サル頭頂一後頭間柄周辺絞域における視

覚情報と身体位置情報の統合機能の解明

腕到達運動課題遂行中のサル頭頂一後頭間柄周辺
頼域からニューロン活動を記録･解析した｡この

脳街域で処理されている眼球位固相幸枝が､腕到達

運動の遂行に直接関わっている可能性を示唆し

た｡

下問ゆき子 :野生ケナガクモザルの社会梢近

コロンビア･マカレナ地域で野生ケナガクモザ

ルを対象に.その離合集散型社会がどのようなも

のであるかを明らかにし､そのような社会を維持

するのに長距離用の音声がどのように関わってい

るかを考察した｡

土田順子 :老齢ザルにおける図形弁別学習

加齢に伴う下部側頭葉皮質の機能的変化を予測

するために､下部側頭菜皮質と関係の深い図形弁
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別課田とそれに付馳する2つのテストを老齢カニ

クイザルを用いて行った｡老齢ザルの学習成約に

交えが見られなかったことから､下郡側印煎皮符

は加齢の影野を受けにくいことを示唆した｡

中井将嗣 :古代人および霊長規の古病理学的研究

縄文人の骨折や関節炎などの病変を調べた｡中

国において､河南省および映西省から出土した古

代中国人の骨の調査を行った｡

藤田志捗:ニホンザルの性行動とホルモン動態

ニホンザルにおいて尿および糞中生殖関連ホル

モンの測定をおこなった｡さらに､宮城県金串山

に生息する野生ニホンザルを対象に､性行動と苅

中ホルモンの動態との関係について検討した｡

相野俊平:図形知覚を担う神経回路の解明

定式する手がかりの穂類によらない図形知覚を

可能にする神経回路の解明を目指し､ネオンカラ

ー効果および動きによって定義された図形の弁別

課唱の訓練を行った｡

上野有理 :ニホンザル新生児における採食行動の

発達

ニホンザルが採食行動を確立していぐ過程を考

窮するため､嵐山群の新生児を対象に､採食行動

の縦断的視察を行った｡

加藤啓一郎 :排恋刺激に関る脳内機桐の解明

嫌悪刺激の予期に関る脳内機桐の解明のため､

サルで嫌悪回避の学習セットの形成を行った｡

郷 頗広 .'テロメア配列のゲノム内分布を指標と

したマダガスカル産原猿類の染色体進化の解析

脊椎動物染色体末端に位置するテロメア配列を

プローブとし染色体上での分布特性を解析した結

果､歎租のマダガスカル産原猿類において､メタ

セントリック染色体のセントロメア近傍およびア

クロセントリック染色体短腕に多員のテロメア配

列が祝戻された｡この分布特性からマダガスカル

庄原旅矧こおける独色体進化機柄を解析した｡

近藤芙智和 :挟み泊抑 こおけるDJl境遇勤と形態の

比較

挟み猿類10種に物理的特性の兄なる食物を与

え,岨噴運動を税無し､̀食物別運動の梯問詰と岨

嘱旨旨官形態の関係を検討した｡

西村 剛 :ニホンザル瑚正成形状の成長変化

ニホンザルの瑚菰形状の成長バターンを押紙に

椛無し定見化した｡それを基に､朗丑各部の形状

の成長変化を比較し､瑚去底形状が廿JTfT苦言甘形.fB

に及ぼす影響を検討した｡

An aKarinaZavalaGunlen:MolecularGenetic

StudyofGreatApesMitochondrialDNA

Iam developingmylearningandtraining

intechniqueandmethodologyofMolecular

Biology.researchingonthemostvariable

DNAregion,MitochondrialD-loop.Theaimof

thisresearchistoestablishinter-specificand

intra-specificlocalgeneticdifferentiation

among African GreatApes.and also

phylogenet王caffinitiestohuman

MauraCelli:Tooluseincaptivechimpanzees

Honey dipping and juice drinking

experimentswereconductedindifferent

socialconditions,relatingaspectsastool

choice.efficiencyandflexibilityofcaptive

chimpanzees.

く研究業損)

論文

一英文-

1)Hirai,H.,Hasegawa,Y..Kawamoto,Y.&

Tokita.E.(1998)Tandem duplicationof

nucleusorganizerregion(NOR)inthe

Japanesemacaque.Atacacaluscataluscata

ChromosomeResearch6:191-197.

2)houe.K.Hukuda.S.Nakai.M.&Katayama.
K.(1998)Erosivearthritisofthefootwith

characteristicfeaturesofTophaceousGoutin

theJomonskeletalPpulation.An t山orx310gical

Scicnce106:221-228.

3)Inoue.K..Hukuda,S.,Nakai,M.,Katayama,

K.皮Huang,∫.(1999)Erosiveperipheral

polyarthritisinancientJapaneseskeletons:

ApossiblecaseofRheumatoidArthritis.
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hternationalJournalofOsteoarchaeology

9:ト7.

4)Koyama.T.,Tanaka,Y.Z.&Mikami.A.

(1998)Noceptiveneuronsinthemacaque

antcriorch唱dateac仕vatedurirvanhcipadon

ofpain.NeuroReport9,2663-2667.

5)Nakai.M..Inoue.K.&Hukuda.S.(1999)

HealedbonefracturesinaJomonskeletal

populationfromtheYoshigoshellmound,

Aichiprefecture,Japan.international

JournalofOsteoarchaeology9:77-82

6)Ohira,K,Shimizu,K&Hayashi.M.(1999)

ChangeofexpressionoffulHengthand

truncatedTrkBsinthedevelopingmonkey

centralnervoussystem.Developmental
BrainResearch112:2ト29.

7)Tanaka.Y.Z..Koyama,T.&Mikami.A.

(1999)Neuronsinthetemporalcortex

changedmeirpreferreddirectionofmotion

dependentonshape.NeuroReport10,393-
397.

-和文-

1)川崎勝菰 ･久保南海子 ･土田順子 (1998)モ
デル研死における行動観察の有用性.霊長短研

死14(2):103-106.

2)難mli甘之 (1998)ニホンザルのメスの繁殖に
雌位と仔の性は影響をおよぼすか?霊長類研究

14(3):145-151.

3)搭合牧子 ･伊藤浩介 ･泉明宏 ･小嶋群三

(1998)老齢ザルの認知機能に関する研究.霊長

拭研死14(2):95-102

4)杉拐i消rt(1999)トルコ､カマン･カレホユッ

ク山土人骨の頭蓋非計測形質(予報).アナトリア

考古学研究Ⅷ:167-173.

捻統

一和文-

1)中井将嗣･片山一道 (1999)日本人の下顎骨で

みる時代の流れ.ClinicalCalcium9:334-338.

報告 ･その他･

一英文-

1)Hirata,S,Morimura,N.&Matsuzawa.T.

(1998)GreenPassagePlan(tree-planting

project)andenvironmentaleducationusing

documentaryvideosatBossou:Aprogress

report.PanAfricanNews5(2):18-20.

-和文-

1)平田聡 (1999)チ′ンパンジーのかけひきと他個

体のもつ知識の理解.文部省科学研究資補助金
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学位取得者と論文題目

京都大学博士(理学)

田仲祐介 (課程):Visualresponsestomoving

objectswithinvariantcontoursinthe

monkeysuperiortemporalpolysensory

area(STP).

(サル上側頭浦多種感覚野(STP)での輪郭を変化

せずに動く物体に対する視角応答)

山根 到 (課程):空間位置の短期記憶を手掛か
りにした運動発現の解明

橋浦和秀 (課程):Experimentalstudiesof

auditory-visualinterm∝lalrecognitionbya

cumpanzee(Pantroglodytes)

(チンパンジーにおける視聴覚インターモーダル

な認知に関する実験的研究)

京都大学修士

落合牧子 :サル頭頂一後頭開溝周辺領域における

視覚情報と身体位密情報の統合機能に関する研

究

下岡ゆき子 :コロンビア･マカレナ地域における

ケナガクモザルのサブグルービングについて

土田順子 :老齢カニクイザルにおけるバターン弁

別学習

中井牌嗣 :縄文人の骨折の研究

藤田志歩:野生ニホンザルにおける卵巣周期のホ

ルモン動態と性行動の変化

大学院コロキアム

第1回 :1998年6月17日(水)13:00-16:50

｢～比較～｣
講演者と演題 :

高井正成 (系統発生)

｢何を比較するのか?何故比較するのか?｣

デイスカッサント:官本俊彦 (D2)

成田裕一 (名古屋大 ･農)

｢嘱乳類､特に類人猿におけるペプシノゲンの多

様性について｣

ディスカッサント:大平耕司 (D2)

小山哲男 (大願大･医)

｢痛覚研究の対象.方法とその限界｣

ディスカッサント:田仲祐介 (D3)

小田 亮 (認知学習)

｢サルの声､トリの声｣

ディスカッサント:泉 明宏 (D2)

金沢 創 (京都大 ･文)

r'-伝達意図''を伝達する能力:`̀関迎性理論"か

ら考えるヒトのコミュニケーションの特徴J

ディスカッサント:佐藤 明 (D3)

岡本暁子 (生態機構)

r行動生態学における霊長規のニッチJ

デイスカッサント:早川祥子 (Dl)

企画:早川祥子､落合牧子,藤田志歩 (以上T･A),
中村克樹 (カリキュラム委員)

内容:発表者一人にディスカッサントー人という

形式で､｢比較｣をテーマに行われた｡このテ

ーマは､｢ヒトのモデル動物｣としてヒト以外

の霊長類が用いられる現状を見つめ直し､ヒト

以外の霊長類の生物としての普遍性と特殊性に

ついて考えることを目的に､TAが企画立案し
た｡テーマに関しては賛否両論あった｡また､

積極的に発表者になろうという大学院生が一人

もおらず､結局大学院生の発表者がなしという

結果になった｡｢年2回仕方なくコロキアムを

開催する｣という雰囲気があり､教官の参加も
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多くはなかった｡大学院コロキアムの存在価値

自体を見位す必要があると感じた｡(参加者約

30名)

(文fI:中村究樹)

訂i2回:1998年12月16日(水)13:00-17:00 1
ロ研究衣 :言辞演者と杭RB(13:00-14:40)

良 Elm宏 (認知学習)rニホンザルにおける音の
経時的体制化｣

大平桝司 (詑官調節)｢小脳におけるTrkB免疫陽

性桐遊J

竹元帽章 (生態機構)｢チンパンジーは果実の少

ない時に何を食べるのか?一夫分析からの証拠｣

水谷俊明 (思考言言5)｢歌声について｣

ボスタ-発表 :吉井演者と演題 (15:00-17:00)

伊藤麻里子 (器官調節)rlmmunohistochemiCal

localizationofinhibinintestisofmacaque

monkey｣

相野俊平l)､長坂泰男2)､井上雅仁l)､三上章允l)

｢アカゲザルにおけるNeonColorSpreading

及び Shape-From-Motionによって定義された

図形の知覚｣

落合知美 (岐阜大学大学院連合農学研究科)r飼
育下のチンパンジーの環境エンリッチメントー

三次元構築物の利用-｣

片岡宏隆 (器官調節)｢Reviewandpreliminary

resultsoftheadultneurogenesisin

dentategyrus｣

川合伸幸 (日本学術振興会 ･関西学院大学)r高
齢チンパンジーの弁別学習｣

YasuhiroKIKUCHI3),YuzuruHAMADA4),

MasatoNAKATSUKASA3)HidemiISHIDA31

YutakaKUNIMATSU4).ToshifumiUDONO5)

rBoneturnoverandgeometricalagechange

inRadiusofChimpanzeeandJapanese

1)行動発現分野

2)立教大学文学研究科

3)DepartmentofZoology.KyotoUniversity

4)Primate Research Institute.Kyoto

University

5)KumamotoPrimatePark.SanwaKagaku

Kenkyuu･shoCo.Ltd.

macaquesusingpQCT｣

郷 頗広 (仏田辺伝)r原始Fl敗色体におけるテロ
メア配列の分布J

佐藤暢椛 (広由大学生物RE[科学研死科)r側頭苑
内側部後部紹域のニューロンの祝光刺激に対す

る応答特性｣

杉浦秀樹 (認知学習)｢ニホンザルはクー ･コー

ルの音響的特徴と発声のタイミングを､仲rlJlと

の距離によって変えている｣

鈴木修司 (思考言語)｢チンパンジーの不碓突印

象に対する選択｣ ･

高橋弘之 (社会構造)｢金畢山のニホンザルにお

ける冬季の泊まり場での社会関係J

西村 剛 (形態進化)r霊長類頭蓋底の比較機能形
態学｣

早川祥子 (生態機的)｢ヤクザルの社会桐迫と繁

殖牧略J

平田 聡 (思考首配i)rチンパンジーにおける辺見
使用行動の個体学習と社会的学習｣

企画 :持合牧子､早川祥子､藤EI)志少 (T･A)班

退邦夫 (カリキュラム委員)

内容 :耶2回のコロキアムは特にテーマを設け

ず､各拭者が好きなテーマを選んで発袈する形

式で行われた｡結束として各自の研究の中間報

告が多くなったが､院生にとっては研究をまと

める良い機会になったという意見があり､概ね

好評であった｡しかしその反面で統一したテー

マがなく､余り意味がなかったという意見も出

ている｡カリキュラムの改変が現実の問題にな

っている中での開催であり.院生が独自に企画

する発表の場が今後も維持されることが望まし

いという要望があった｡

(文責 :波速邦夫)

(3)外国人研究員
1)招へい外国人学者

氏 名 :Farajallah,Achmad

受入孜官 :竹中 修

研死況咽 :熱印の動物の多様性に関する研究

招へい糊問 :10.3.ll-10.5.23

11.3.10-ll.6.9
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